
今号の主な内容
23／県老連60周年記念式典

　4／岡山県総合社会福祉大会

　5／全国老人クラブ大会

　6／岡山県老人福祉大学終了
　　　高齢者地域リーダー研修会

　7／県下各クラブの活動紹介

　8／会員のひろば・行事予定

岡山市 岡山城　写真提供：岡山県観光連盟

̶岡山県老連だより̶
h t t p : / / o k a r o r e n . i n f o /

岡山
第28号

おかやま県老連だより
（通巻97号）
令和5年1月号

岡山県老連は50周年を機に愛称を『晴ればれシニア岡山』とし、広報紙の名称も変更しました。

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
、
い
ま
だ
感
染
再
拡
大
を

繰
り
返
し
て
い
ま
す
が
、
日
常

は
少
し
ず
つ
、
コ
ロ
ナ
禍
前
と

同
様
の
風
景
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
基
本

的
な
感
染
防
止
策
徹
底
の
呼
び

か
け
や
医
療
提
供
体
制
の
整

備
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
促
進
な

ど
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
総

力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
油
断
で
き
な
い
状
況

が
続
き
ま
す
が
、
関
係
機
関
と

の
緊
密
な
連
携
の
下
、
社
会
経

済
活
動
と
の
両
立
を
図
り
な
が

ら
感
染
拡
大
防
止
に
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
県
で
は
、
県
政
推
進

の
羅
針
盤
「
第
３
次
晴
れ
の
国

お
か
や
ま
生
き
活
き
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
本
年
も
引
き
続
き
、

「
教
育
の
再
生
」
と
「
産
業
の

振
興
」
を
二
本
柱
に
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
充
実
や
防
災
対

策
の
強
化
な
ど
、
安
心
で
豊
か

さ
が
実
感
で
き
る
地
域
の
創
造

に
向
け
た
施
策
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少

問
題
へ
の
対
応
に
向
け
て
は
、

結
婚
、
妊
娠
・
出
産
の
希
望
が

か
な
う
環
境
の
整
備
や
、
移
住
・

定
住
の
促
進
な
ど
、
自
然
増
、

社
会
増
に
資
す
る
施
策
に
こ
れ

ま
で
以
上
に
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
者
が
社
会
の

重
要
な
一
員
と
し
て
生
き
が
い

を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
社
会
を

目
指
し
、「
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
と
社
会
参
加
活
動
の

促
進
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、

鋭
意
進
め
て
ま
い
る
所
存
で

す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
た
新
た
な
担
い
手

と
し
て
、
元
気
な
高
齢
者
の

方
々
の
一
層
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
後
と
も
、
地
域
福
祉
活

動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
高
齢

者
と
若
い
世
代
間
の
交
流
や
相

互
支
援
の
活
動
、
生
活
支
援
な

ど
に
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

だ
れ
も
が
夢
を
持
っ
て
挑
戦

で
き
る
社
会
、
す
べ
て
の
県
民

が
明
る
い
笑
顔
で
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
「
生
き
活
き
岡
山
」

の
実
現
に
向
け
て
、
一
歩
一
歩
、

着
実
に
県
政
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や

か
な
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
県
老
連
の
運
営

に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
、
各
役
員
、
会
員
の

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
県

老
連
創
立
60
周
年
記
念
式
典
を

無
事
に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
で
は
、
急
速

に
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が

進
み
、
社
会
構
造
や
人
々
の
暮

ら
し
が
変
化
す
る
中
、
子
ど
も
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
す
べ

て
の
人
々
が
地
域
、
暮
ら
し
、

生
き
が
い
を
と
も
に
創
り
高
め

合
う
こ
と
が
で
き
る
「
地
域
共

生
社
会
」
の
実
現
を
め
ざ
し
た

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
も
そ
の

一
翼
を
担
い
、
日
頃
の
「
健
康

づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
」「
見

守
り
や
支
え
合
い
活
動
」
な
ど

を
通
し
て
「
地
域
の
つ
な
が
り
」

を
深
め
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
実
現
の
た
め
、
活
動
の

幅
を
広
げ
て
行
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

そ
れ
ら
は
、
私
た
ち
自
身
の

生
涯
に
つ
な
が
り
、
満
足
度
を

高
め
、
生
活
を
豊
か
に
し
て
く

れ
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
未
だ
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
影
響
は
続
い
て
お
り
、
引
き

続
き
感
染
防
止
対
策
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
停

止
す
る
こ
と
な
く
、
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
た
活
動
を
進
め
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
「
絆
」
を
大
切
に
、

そ
し
て
自
分
た
ち
も
楽
し
み
な

が
ら
地
域
に
貢
献
し
て
行
こ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

一
方
会
員
は
平
成
10
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
し
続
け
、
高
齢

化
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
対
策
と
し
て
会
員
加
入

促
進
即
ち
「
単
位
ク
ラ
ブ
１
名

純
増
運
動
」
に
取
り
組
ん
だ
結

果
、
単
年
度
で
は
会
員
増
加
の

市
町
村
老
連
も
あ
り
ま
す
が
、

全
体
で
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

徐
々
に
一
定
の
成
果
を
上
げ
て

い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
こ
の
目
標
を
進
め
一
人
で

も
多
く
の
仲
間
を
増
や
し
て
行

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

終
わ
り
に
、
各
単
位
ク
ラ
ブ

の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
会
員
皆

様
の
ご
健
康
、
ご
多
幸
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

公益財団法人岡山県老人クラブ連合会
� 会長　安田 泰治

「絆」を大切に
楽しみながら地域に貢献

岡山県知事　伊原木 隆太

すべての県民が
明るい笑顔で暮らす

「生き活き岡山」を目指して

1　2023 年（令和 5年）1月 おかやま県老連だより「晴ればれシニア岡山」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。



　

和
昭
、
が
連
老
県

37

月
４
年

で
年
本
、
ら
か
立
創
の
日
１

60令
、
ら
か
と
こ
た
え
迎
を
年
周

年
４
和

11
月
15

き
、）
火
（
日

議
会
大
の
階
３
ザ
ラ
プ
き
め
ら

立
創
、
て
い
お
に
室

60

記
年
周

コ
。
た
し
ま
し
催
開
を
典
式
念

を
者
加
参
、
で
響
影
の
禍
ナ
ロ

で
中
た
し
定
限
に
名
０
０
１
約

。
た
し
で
催
開
の

　

、
で
内
場
会、
は
に
間
時
付
受

た
し
化
像
映
を
動
活
の
連
老
県

ト
ア
た
ま
、
き
だ
た
い
で
ん
し

し
ま
き
だ
た
い
て
し
露
披
を
鼓

。
た

　

く
亡
、
唱
斉
歌
国
、
は
典
式

の
う
と
黙
の
へ
員
会
た
れ
ら
な

が
長
会
治
泰
田
安
連
老
県
、
後

。
た
し
ま
い
行
を
拶
挨
の
会
開

知
副
県
山
岡
敦
谷
小
、
て
し
そ

続
に
ば
と
こ
の
励
激
の
ら
か
事

動
活
ブ
ラ
ク
人
老
、
年
長
、
き

れ
ら
来
て
し
進
推
に
的
極
積
を

わ
行
が
彰
表
の
体
団
や
人
個
た

、
様
皆
た
れ
さ
賞
受。
た
し
ま
れ

し
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お
に
誠

。
た

　

藤
加
会
議
県
山
岡
、
て
い
続

 伊
会
長
市
県
山
岡
、
長
議
久
浩

の
い
祝
お
の
り
よ
長
会
織
香
東

、
み
進
と
介
紹
賓
来
、
ば
と
こ

言
の
礼
お
る
よ
に
表
代
者
賞
受

終
を
典
式
念
記
の
部
１
第
で
葉

。
た
し
ま
し
了

　

、
は
で
部
２
第
、
後
の
憩
休

家
語
落
の
住
在
市
磐
赤

 
門
雷

る
あ
い
笑
「
る
よ
に
匠
師
助
喜

が
演
講
念
記
る
す
題
と
」
生
人

し
ま
き
だ
た
い
で
ん
し
楽
を

。
た

  

立
創
連
老
県

60

念
記
年
周

  

者
賞
受
彰
表
別
特

〕
者
労
功
営
運
ブ
ラ
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人
老
〔井　

上　

邦　

允　

市
前
備

三　

宅

　
　
　

陽　

市
前
備
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市
内
戸
瀬
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市
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瀬
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梁
高

小　

野

　
　
　

昇　

町
庄
里

水　

野　

也
寿
久

　

市
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町
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〕
者
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運
ブ
ラ
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人
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〔永　

原　

繁　

子　

市
前
備

繁　

定　

健　

三　

市
磐
赤
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髙　
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二　

町
気
和

岡
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市
社
総

古　

米　

壽　

宏　

市
梁
高

坂　

原　

照　

二　

市
見
新

谷　

村　

悦　

子　

市
見
新

鈴　

木

　
　
　

功　

町
掛
矢

木
々
佐

　

茂　

宣　

町
野
鏡

元　

番

　
　
　

實　

町
義
奈

磯　

山

　
　
　

守　

町
南
米
久〕

ブ
ラ
ク
人
老
良
優
〔

会
み
つ
む
田
矢

　
　

町
気
和

会
寿
長
津
阿

 

組
松

  

市
敷
倉

秦　

寿　

会

　
　
　

市
社
総

ブ
ラ
ク
星
明
沖
畑

　

市
作
美

ブ
ラ
ク
寿
福
上
原
楢

 

市
作
美

〕
会
合
連
ブ
ラ
ク
人
老
村
町
市
良
優
〔

会
合
連
ブ
ラ
ク
人
老
市
口
浅

　

部
支
島
寄

　
　
　
　
　
　
　
　

市
口
浅

〕
者
助
協
営
運
ブ
ラ
ク
人
老
〔

社
会
式
株
送
放
山
岡

　
　
　
　
　
　
　
　

市
山
岡

県老連

2023 年（令和 5年）1月　

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



オープニングアトラクション（銭太鼓）

県議会加藤議長お祝いのことば

県老連安田会長開会挨拶

県市長会伊東会長お祝いのことば

小谷副知事激励のことば

記念講演「雷門 喜助 師匠」

受賞者紹介

オープニングムービー

受付風景

表彰状贈呈

　2023 年（令和 5年）1月

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



　

年
４
和
令

10
月
13

、）
木
（
日

３
、
て
い
お
に
館
会
民
市
山
岡

会
社
合
総
県
山
岡
に
り
ぶ
年

ラ
ク
人
老
県
山
岡
（
会
大
祉
福

主
の
体
団
７
む
含
を
会
合
連
ブ

関
祉
福
会
社
の
内
県
、
が
）
催

も
の
加
参
の
名
０
０
４
約
者
係

コ
型
新
。
た
し
ま
れ
さ
催
開
と

の
大
拡
染
感
の
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ

れ
さ
小
縮
が
模
規
り
よ
に
響
影

。
た
し
ま
り
な
と
催
開
の
て

　

社
り
た
わ
に
年
多
、
は
日
当

個
た
れ
さ
力
尽
に
上
向
の
福
会

や
県
山
岡
、
し
対
に
体
団
・
人

記
と
状
彰
表
ら
か
体
団
祉
福
各

老
。
た
し
ま
れ
さ
与
授
が
品
念

い
つ
に
彰
表
の
係
関
ブ
ラ
ク
人

受
。
す
で
り
お
と
の
次
、
は
て

で
め
お
に
誠
、
様
皆
た
れ
さ
賞

最
の
典
式
。
す
ま
い
ざ
ご
う
と

長
会
治
泰
田
安
連
老
県
、
に
後

上
み
読
を
）
案
（
言
宣
会
大
が

ま
し
択
採
で
員
全
者
加
参
、
げ

。
た
し

　

年
０
０
１
生
人
「、
て
い
続

題
と
」
か
る
き
生
う
ど
を
代
時

グ
ロ
プ
の
齢
高
最
界
世
、
て
し

。
た
し
ま
れ
わ
行
が
演
講
別
特

は
ん
さ
宮
若
、
在
現

87

。
歳

58習
で
学
独
を
ン
コ
ソ
パ
ら
か
歳

ま
「。
に
界
世
の
Ｔ
Ｉ
、
し
得

に
つ
く
い
。
す
で
熟
未
だ
ま
だ

て
し
長
成
び
学
に
い
大
ら
か
れ

い
と
」
す
ま
い
思
と
い
た
き
い

く
く
め
締
を
演
講
、
で
葉
言
う

。
た
し
ま
れ
ら

　

者
労
功
別
特

 

名

玉
　
野
　
市　

本
松

　
　

登            

　
　
　
　
　
　

　

る
ほ
か

　
　
　
　
　
　

崎
板
　

明
正

　
　
　
　
　
　

井
向
　

一
耕

備
　
前
　
市　

包
宗
　

敏
秀

　
　
　
　
　
　

本
藤
　

昭
秀

　
　
　
　
　
　

枝
則
　

義
和

　
　
　
　
　
　

野
中
　

之
正

市
内
戸
瀬

　

林
小
　

成
一

　
　
　
　
　
　

山
片
　

樹
直

赤
　
磐
　
市　

島
福
　

弘
崇

和
　
気
　
町　

石
松
　

男
和

　
　
　
　
　
　

田
井
仁

　

義
末

　
　
　
　
　
　

島
中
　

司
靖

倉
　
敷
　
市　
塙
　
　

治
俊

　
　
　
　
　
　

波
難
　

一
正

　
　
　
　
　
　

野
河
　

明
健

　
　
　
　
　
　

中
田
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原
安
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本
岡
　

昇
昌

　
　
　
　
　
　

田
畝
　

生
拓

　
　
　
　
　
　

原
浅

　
　

忠

　
　
　
　
　
　

分
森

　
　

一

　
　
　
　
　
　

時
目
　

三
英

　
　
　
　
　
　

藤
加
　

宏
満

　
　
　
　
　
　

永
徳
　

夫
武

笠
　
岡
　
市　

本
江
　

次
俊

　
　
　
　
　
　

水
清
　

道
恭

　
　
　
　
　
　

村
西
　

子
輝

　
　
　
　
　
　

木
花
　

陽
敏

　
　
　
　
　
　

田
原
　

介
洋

　
　
　
　
　
　

上
樋

　
　

清

総
　
社
　
市　

見
福

　
　

勝

　
　
　
　
　
　

山
中

　
　

博

　
　
　
　
　
　

澤
吉
　

夫
久
猪

高
　
梁
　
市　

上
村
　

男
國

　
　
　
　
　
　

城
宮
　

正
幸

　
　
　
　
　
　

原
河
　

吾
奎

　
　
　
　
　
　

　

司
孝

　
　
　
　
　
　

本
山

　
　

剛

新
　
見
　
市　

谷
冨
　

三
賢

　
　
　
　
　
　

北
　
　

士
卓

浅
　
口
　
市　

本
山
　

清
勝

　
　
　
　
　
　

井
石
　

一
建

矢
　
掛
　
町　

賀
多
　

三
長

津
　
山
　
市　

本
岡
　

侍
憲

　
　
　
　
　
　

奥
　
　

雄
良

真
　
庭
　
市　

川
菱
　

人
重

　
　
　
　
　
　

林
小

　
　

正

　
　
　
　
　
　

口
樋
　

美
勝

　
　
　
　
　
　

江
入
　

　
　
　
　
　
　

尾
堀
　

美
茂

美
　
作
　
市　

木
皆
　

夫
卓

　
　
　
　
　
　

東
伊
　

郎
一
順

　
　
　
　
　
　

川
中
　

彦
正

　
　
　
　
　
　

南
角
　

夫
久
貴

新
　
庄
　
村　

戸
宍
　

利
勝

鏡
　
野
　
町　

中
西
　

治
憲

　
　
　
　
　
　

口
田
　

昭
繁

　
　
　
　
　
　

田
藤
　

文
昌

　
　
　
　
　
　

波
難
　

夫
義

勝
　
央
　
町　

谷
大
　

洋
勝

奈
　
義
　
町　

永
福
　

雄
孝

村
倉
粟
西

　

子
金

　
　

稔

美
　
咲
　
町　

田
岡

　
　

壽

　
　
　
　
　
　

木
黒
　

郎
一
愼

　
　
　
　
　
　

石
明
　

男
満

者
労
功
般
一

 

名

市
内
戸
瀬

　

原
石
　

通
弘

　
　
　
　
　
　

本
松
　

喜
美

　
　
　
　
　
　

灘
田
　

子
佐
美

倉
　
敷
　
市　

森
石
　

子
和

　
　
　
　
　
　

本
岡
　

子
悦

　
　
　
　
　
　

木
三
　

江
雅

　
　
　
　
　
　

堀
　
　

久
一

　
　
　
　
　
　

辺
渡
　

愽
正

　
　
　
　
　
　

源
上
　

子
恵
智

　
　
　
　
　
　

原
貝

　
　

勲

　
　
　
　
　
　

田
野
　

子
静

　
　
　
　
　
　

田
小
　

与
宏

　
　
　
　
　
　

屋
守
　

子
し
と

　
　
　
　
　
　

江
近
　

正
城

　
　
　
　
　
　

東　

子
志
登

　
　
　
　
　
　

田
藤
　

郎
敏

高
　
梁
　
市　

元
清
　

子
洋

　

　

　

瀬
髙
　

治
周

　
　
　
　
　
　

水
清

　
　

哲

　
　
　
　
　
　

林
小
　

志
仁

　
　
　
　
　
　

江
長
　

枝
静

　
　
　
　
　
　

森
　
　

平
篤

　
　
　
　
　
　

谷
熊
　

行
壹

　
　
　
　
　
　

本
堂
　

枝
津
美

　
　
　
　
　
　

中
田

　
　

武

浅
　
口
　
市　

室
大
　

人
成

　
　
　
　
　
　

田
澤
　

子
典

　
　
　
　
　
　

明
虫
　

子
睦

真
　
庭
　
市　

岡
鞍
　

代
敏

　
　
　
　
　
　

　

一
純

　
　
　
　
　
　

島
小
　

行
正

美
　
作
　
市　

元
有
　

範
実

勝
　
央
　
町　

本
森
　

子
昌

美
　
咲
　
町　

田
飯
　

姑
出
日

ブ
ラ
ク
人
老
良
優

 

体
団

玉
　
野
　
市

　

会
友
豊
小
木

 

市
内
戸
瀬

　

ブ
ラ
ク
人
老
幡

　

会
和
新
援
支
域
地
上
磯

和
　
気
　
町

　

ブ
ラ
ク
人
老
方
三
加

倉
　
敷
　
市

　

ブ
ラ
ク
い
あ
れ
ふ
西
美
沙

笠
　
岡
　
市

　

ブ
ラ
ク
人
老
南
井
園

　

会
楽
長
西
田
吉

総
　
社
　
市

　

会
形
鳥
家
軒
四

　

会
楽
幸
林
上

浅
　
口
　
市

　

会
砂
高

　

会
寿
福
井
谷

津
　
山
　
市

　

会
寿
村
野

　

会
寿
成
平

　

ブ
ラ
ク
こ
し
で
な
原

　

ブ
ラ
ク
人
老
色
一

美
　
作
　
市

　

会
と
も
お
内
谷
長

　

ブ
ラ
ク
人
老
巣
鷺

）
員
役
ブ
ラ
ク
人
老
（労
功
祉
福
人
老倉

　
敷
　
市　
千
　

男
幸

　
　
　
　
　
　

山
横
　

己
畩

奈
　
義
　
町　

番
元

　
　

實

真
　
庭
　
市　

島
仲

　
　

保
）
ブ
ラ
ク
人
老
（労
功
祉
福
人
老倉

　
敷
　
市

　

会
葉
若
東
浦
南

）
員
役
ブ
ラ
ク
人
老
（労
功
祉
福
人
老倉

　
敷
　
市　

野
淺
　

司
裕

　
　
　
　
　
　

口
江
　

夫

　
　
　
　
　
　

藤
加
　

郎
規

　
　
　
　
　
　

原
小

　
　

章

備
　
前
　
市　

花
立
　

代
勝

新
　
見
　
市　

本
竹
　

夫
悦

　
　
　
　
　
　

澤
中
　

子
合
百

　
　
　
　
　
　

村
西
　

夫
節

　
　
　
　
　
　

野
藤
　

子
重
三

　
　
　
　
　
　

　

男
政

津
　
山
　
市　

林
小
　

孝
秀

真
　
庭
　
市　

本
澤
　

視
晴

美
　
咲
　
町　

本
森
　

雄
一

真
　
庭
　
市　

　

治
健

）
ブ
ラ
ク
人
老
（労
功
祉
福
人
老倉

　
敷
　
市

　

会
成
平
島
狐

　

会
実
の
茶
池
菰

新
　
見
　
市

　

ブ
ラ
ク
寿
長
組
上
谷
熊
下

合
総
県
山
岡

会
大
祉
福
会
社

）
会
大
祉
福
人
老
県
山
岡
（

主催者代表あいさつ

県老連会長表彰大会宣言（案）朗読

特別講演

ブ
ラ
ク
人
老
県
山
岡

彰
表
長
会
合
連

彰
表
事
知
県
山
岡

県
山
岡

彰
表
長
部
祉
福
健
保

令和４年度

2023 年（令和 5年）1月　

新
　
見
　
市
　

邦



　

年
４
和
令

11

、）
火
（
日
８
月

し
え
迎
お
を
下
陛
両
后
皇
皇
天

国
国
両
の
区
田
墨
都
京
東
、
て

。
た
し
ま
れ
さ
催
開
で
館
技

　

参
般
一
、
名
５
者
彰
表
被
は
ら

）
局
務
事
名
１
ち
う
（名
５
者
加

。
た
し
ま
し
加
参
で

部
１
第

　

式 

典

•

ば
と
こ
お
下
陛
皇
天

　

•

彰
表

　
　

彰
表
臣
大
働
労
生
厚

　

　
　

会
合
連
ブ
ラ
ク
人
老
国
全

 

彰
表
長
会

•

言
宣
会
大

部
２
第

　

講 

演

 
家
作
　

田
刀
阿

　

高　

氏

　

、
で
ば
と
こ
お
は
下
陛
皇
天

創
が
ん
さ
皆
の
ブ
ラ
ク
人
老
「

も
ど
子
、
し
ら
こ
を
夫
工
や
意

し
流
交
も
と
代
世
い
若
や
ち
た

加
参
会
社
に
的
極
積
、
ら
が
な

頼
を
と
こ
る
い
て
れ
ら
め
進
を

ら
べ
述
と
」
す
ま
い
思
く
し
も

。
た
し
ま
れ

　

の
ブ
ラ
ク
人
老
、
と
あ
の
こ

れ
優
、
や
と
ひ
た
め
努
に
展
発

ラ
ク
人
老
る
い
て
し
を
動
活
た

や
彰
表
臣
大
働
労
生
厚
、
に
ブ

長
会
会
合
連
ブ
ラ
ク
人
老
国
全

。
た
し
ま
れ
ら
贈
が
彰
表

　

者
賞
受
の
係
関
連
老
県
山
岡

め
お
。
た
し
で
々
方
の
次
、
は

。
す
ま
い
ざ
ご
う
と
で

彰
表
臣
大
働
労
生
厚

者
労
功
成
育
◆

　

　

郎
太
建

 

）
長
会
連
老
県
・
前
（

　

藤
安
　

雄
美

 

）
長
会
連
老
町
野
鏡
・
元
（

ブ
ラ
ク
位
単
良
優
◆

　

ブ
ラ
ク
寿
長
尾
高

　
　

尾
高
市
見
新
（

 

長
会

 

）

彰
表
長
会
連
老
全

労
功
成
育
◆

　

原
延
　

子
愛

 

）
長
会
副
連
老
県
山
岡
（

　

本
作
　

二
健

 

）
長
会
副
連
老
市
磐
赤
前
（

ブ
ラ
ク
人
老
良
優
◆

　

ブ
ラ
ク
人
老
部
中
部
呰

　
　

区
地
部
中
部
呰
市
庭
真
（

 

長
会

 

田
奥

 

）
雄
良

連
老
村
町
市
郡
良
優
◆

　

ブ
ラ
ク
人
老
域
地
漢
有
市
梁
高

 

長
会
（

 

波
難

 

）
親
康

者
労
功
続
勤
年
永
◆

　

木
那
宇

　

幸
智

　
　

連
老
市
口
浅
（

 

）
員
職
局
務
事
部
支
島
寄

　

嶌
中
　

子
奈
美

　
　

連
老
市
口
浅
（

 

）
員
職
局
務
事
部
支
方
鴨

賞
動
活
連
老
全

定
決
体
団
賞
受

　

が
体
団
４
の
次
、
は
度
年
本

と
で
め
お
。
た
し
ま
れ
さ
賞
受

。
す
ま
い
ざ
ご
う

　

の
他
、
は
」
賞
動
活
「
の
こ

進
先
い
し
わ
さ
ふ
に
る
す
と
範

贈
に
会
合
連
び
及
ブ
ラ
ク
位
単

。
す
で
の
も
る
れ
さ
呈●

門
部
り
く
づ
間
仲

　

ブ
ラ
ク
歳
千
生
菅

 

）
市
見
新
（

●

門
部
動
活
の
ど
な
り
く
づ
康
健

　

会
広
末
台
見
城

 

）
市
岡
笠
（

●
　

会
合
連
ブ
ラ
ク
人
老
市
山
津

　
　

部
支
山
津

●

門
部
動
活
の
他
の
そ

 

）
動
活
承
伝
（

　

ブ
ラ
ク
者
齢
高
生
菅

　

会
キ
メ
キ
ト

 

）
市
見
新
（

写真提供：全国老人クラブ連合会

受賞参加者

延原 愛子氏、岩元 博氏

全老連創立60周年記念

全国老人クラブ大会開催

2023 年（令和 5年）1月

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。 私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。

元
岩

 

博



　

令
和
４
年
度
の
高
齢
者
地
域

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
終
了
し
ま

し
た
。
本
年
度
も
、
例
年
と
同

様
、
岡
山
、
倉
敷
、
津
山
、
高

梁
、
美
作
の
５
会
場
で
、
７
月

か
ら
10
月
に
か
け
て
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
７
月
以

降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
が
急
拡
大
し
、
８
月
５
日

（
金
）、
岡
山
県
か
ら
Ｂ
Ａ
・
５

対
策
強
化
宣
言
が
出
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
８
月
25
日
（
木
）
の

高
梁
会
場
は
10
月
28
日
（
金
）

に
変
更
し
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。参
加
者
は
２
６
０
名（
内

女
性
70
名
）
で
し
た
。
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
各
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
の
皆
様
、
ご
苦
労
様
で
し

た
。

　

研
修
は
、
県
老
連
正
・
副
会

長
に
よ
る
「
老
人
ク
ラ
ブ
の
現

状
と
こ
れ
か
ら
の
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
に
つ
い
て
」
の
説
明
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
次
に
、
ｍ
ｏ

ｔ
ｔ
ｏ
ひ
ょ
う
ご
事
務
局
長
の

栗
木　

剛
先
生
の
「
老
人
ク
ラ

ブ
は
楽
し
い
よ
」
と
題
す
る
講

義
で
は
、
自
分
た
ち
が
や
っ
て

い
る
こ
と
、
楽
し
い
こ
と
を

も
っ
と
も
っ
と
伝
え
る
よ
う

に
、
と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

午
後
は
、
各
班
に
分
か
れ
て

「
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
広
報
・

Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
」
グ
ル
ー
プ
討

議
を
行
い
、
最
後
に
、
全
体
会

で
グ
ル
ー
プ
の
代
表
に
討
議
内

容
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

研 

修 

内 

容

①
講
義

　

�「
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
こ

れ
か
ら
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

に
つ
い
て
」

　
　
　
　

県
老
連
正
・
副
会
長

②
講
義

　
「
老
人
ク
ラ
ブ
は
楽
し
い
よ
」

　
ｍ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ
ひ
ょ
う
ご

　

事
務
局
長　

栗
木  

剛 

先
生

③
グ
ル
ー
プ
討
議

　

�「
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
広
報
・

Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
」

④
ま
と
め

　

�

グ
ル
ー
プ
討
議
報
告
・
質
疑

応
答
・
意
見
交
換

開
催
期
日
・
場
所
・
参
加
者（
内
女
性
）

◎
岡
山
会
場

　

７
月
26
日
（
火
）

　

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ

　

49
名
（
９
名
）

◎
津
山
会
場

　

８
月
３
日
（
水
）

　

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

　

71
名
（
19
名
）

◎
美
作
会
場　

　

９
月
12
日
（
月
）

　

湯
郷
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

36
名
（
12
名
）

◎
倉
敷
会
場

　

10
月
21
日
（
金
）

　

く
ら
し
き
健
康
福
祉
プ
ラ
ザ

　

60
名
（
21
名
）

◎
高
梁
会
場

　

10
月
28
日
（
金
）

　

高
梁
総
合
文
化
会
館

　
（
８
月
25
日
（
木
）
を
変
更
）

　

44
名
（
９
名
）

　

令
和
４
年
度
（
第
47
次
）
岡

山
県
老
人
福
祉
大
学
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
12
月
６
日
（
火
）

の
倉
敷
会
場
を
も
っ
て
す
べ
て

の
日
程
を
無
事
終
了
し
ま
し

た
。
講
師
を
お
引
き
受
け
い
た

だ
い
た
先
生
方
、
ま
た
受
講
し

て
い
た
だ
い
た
皆
様
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
受
講
者
は
８
７
０

名
で
、
修
了
者
は
７
７
７
名
、

う
ち
81
名
が
奨
励
賞
、
32
名
が

栄
誉
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
は
何
と
か
ク
リ
ヤ
ー
し
ま
し

た
が
、
台
風
の
影
響
で
倉
敷
会

場
に
つ
い
て
は
、
９
月
は
２
回

延
期
と
な
り
、
３
度
目
の
正
直

で
は
な
い
で
す
が
、
９
月
の
講

義
を
12
月
に
や
っ
と
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
講
義
は
、
濱
家
先

生
の
軽
妙
な
お
し
ゃ
べ
り
、
市

川
先
生
の
健
康
づ
く
り
の
お

話
、
住
宅
先
生
の
ち
く
わ
笛
の

演
奏
と
県
内
の
伝
承
民
謡
で
、

お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
講
師
に
つ
い
て

は
、
記
載
の
先
生
方
を
お
招
き

す
る
予
定
で
す
。
た
く
さ
ん
の

方
の
受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 岡

山
県
老
人
福
祉
大
学 

終
了

◆
雑　
　
　
学
　
田
賀
屋
　
夙
生
　
先
生
（
狂
言
師
）

◆
健
康
づ
く
り　
秋
定
　
健
　
先
生
（
川
崎
医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
副
院
長
）

◆
笑
い
と
健
康　
万
代
　
京
央
子
　
先
生
（
一
般
社
団
法
人
岡
山
県
笑
い
ヨ
ガ
協
会
代
表
理
事
）

「
人
生
１
０
０
年
時
代
～
あ
っ
ぱ
れ
昭

和
は
輝
い
て
い
た
！
～
」

　
倉
敷
芸
術
科
学
大
学 

　
客
員
教
授

�
濱
家
　
輝
雄
　
先
生

　

※
倉
敷
会
場
は
12
月
に
延
期

「
い
つ
ま
で
も
お
口
か
ら
美
味
し
く

い
た
だ
く
た
め
の
工
夫
」

　
岡
山
県
栄
養
士
会

　
医
療
事
業
部
部
長

�

市
川
　
和
子
　
先
生

「
唄
で
巡
る
ふ
る
さ
と
の
旅

～
民
謡
と
ち
く
わ
・
野
菜
笛
～
」

　
桃
太
郎
の
か
ら
く
り
博
物
館
館
長

�

住
宅
　
正
人
　
先
生

令和５年度
講師予定

令
和
４
年
度
（
第
47
次
）

高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
会 

終
了

令
和
４
年
度

９
月

10
月

11
月

講  

義  

内  

容
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と ぴ っ く す

活動紹介展示

備前焼
まつりにて

窯場にて

これが100円
セットのメニュー

毎月会員誕生祝いに送呈
され喜ばれている花束

さわやかモーニングに
参加の朝のひととき

美作市

美作市老人クラブ連合会（英田支部） 会長　伊東 廣一　
グラウンド・ゴルフ交流会

　令和３年９月末で岡山県のまん延防止等が解除

されたが、各単位クラブでは、まだ活動再開に踏

み切れていなかった。
　みなさんとの交流がなくなり、フレイルになら

ないように何か活動できないだろうか？と話し合

いを行い、昨年、地元（上山地区）に「大芦高原

温泉 雲海グランドゴルフ場」が新しく開場したこ

ともあり、各単位クラブの活動再開のきっかけつ

くりとして、岡山県老連「地域の元気づくり事業」

を活用して「英田支部 グランドゴルフ交流会」を計

画しました。
　英田支部での交流会は初めてで、交流会に向

けて地区ごとの練習会が開かれるようになり、会

員さんの活気がもどり、老人クラブに加入されて

いなかった高齢者にも声かけが行われ、老人クラ

ブ活動の周知や会員加入の促進にもつながりま

した。
　コロナの影響で開催の延期や中止を複数回にわ

たり検討を重ね、開催決定から実施までの期間が

短かったので、十分な告知ができず、参加者数が

44 名にとどまりましたが、大自然に囲まれ、天然

芝に包まれ、みんな目が生き生き、足取り軽やか

に楽しく、みなさんの笑顔と笑い声や声援が響き

わたる交流会となりました。
　参加者からの要望も多く、令和４年度も11月に

岡山県老連「地域の元気づくり事業」を活用して「英

田支部 グランドゴルフ交流会」を開催します。会

員同士の親睦を深め、新規会員の増加や体力向上

の場として皆さんとたのしく交流会を行いたいと

思っております。
　秋の空に歓声が響き渡る日が楽しみです。

倉敷市

倉敷市水島地区五
ご

東
ひがし

福寿クラブ 理事　國守 卓史　
楽しいわがクラブの活動状況

　人生 100 年時代を迎えている現代におい

て、高齢者が豊かな人生を全うするにはどう

したらよいだろうか。こんな難しいことを考

えるより老人クラブに入ってみんなと種々の

活動を通じてコミュニケーションを図った方

がよっぽど楽しい。

　令和四年度のわが「五東福寿クラブ」の予算

規模は、158万円である。その収入源は、会

員 52 人の年間 1,000 円会費で 5.2 万円。町

内会からの支援10万円、倉敷市助成金５万

円。それになんといっても毎月３回行ってい

る市からの公園二か所の清掃委託金など36

万円。その外は旅行や忘年会などの行事参加

者の負担金 45 万円などで構成されている。

　次にその支出と活動状況について、金額が

多い方から見ると、年３回の親睦旅行の 82

万円である。昨年はコロナ禍で中止になった

が今年度は日帰り旅行２回、一泊旅行１回（玉

造・出雲予定）。これには不参加者の土産物

を含む。公園や神社の奉仕活動に16 万円。

参加者には必ずお茶か菓子で労をねぎらって

いる。スポーツ振興に10万円。その主たる

ものはグラウンド・ゴルフ大会参加費やその

遠征費。週２回の練習は楽しい。その外、転

倒防止体操にはおしゃべり付き。老人福祉大

学などの教養支援に４万円。積極的参加者

が毎年多数あり。
　この外ユニークな事業として、毎月１回の

「さわやかモーニング」と称して会費100 円

で朝食にコーヒーとパン、ゆで卵にサラダを

提供し、コミュニケーションを深めているこ

と。毎月の会員誕生祝いに小さな生花を贈

呈し喜ばれていること。春の花見には会員

全員に弁当を配
布し、楽しまれ
ていること。ま
た 年 末 に は 忘
年会を開催、会
費 1,000 円 で
集 会 所 は 満 員
に盛り上がるこ
となど‥‥。

備前市

備前市老人クラブ連合会　生きがい陶芸教室　延本 大作　

生きがい生み出す陶芸教室

　備前市老人クラブ連合会では生き
がい創造活動事業として陶芸・木彫・
園芸教室を開講しています。活動場所
は備前市伊部にあるリフレセンターび
ぜんの実習室です。
　備前焼の里ならではの陶芸教室は
毎週水曜日に干支の置物、日常使い
の花器・酒器・食器・茶器など各自
が思い思いの作品を制作しています。
一般的に備前焼制作には『１土、２焚
き、３造り』が大切だと言われていま
す。会員12 名は備前焼作家の原田圭
二先生から楽しく和やかに実践的指
導を受けています。『なんでも鑑定団』
には備前焼の壺がよく登場しますが、
素朴さを真似て作ってみるのも面白
いです。
　ゆっくりと乾燥させて、半年ごとに
登り窯に詰め、会員が交代で７昼夜焚
きあげます。高齢者にとって８時間３

交代の窯焚きは大変ですが、窯出し
でのワクワク感が何とも言えません。
素晴らしく美しい焼き具合に喜んでい
たら、底に大きく亀裂が入っているこ
とがあります。1,200 度の高温焼成に
耐えられなかったのです。「次こそは」
と思い直しています。徳利やぐい呑み
がうまく焼きあがると二ヤリと自己満
足しておいしく酒をいただいたり、自
作の皿に刺身を盛り付けて一段と豪華
に見えたりするのは最高の贅沢です。
　秋の備前市文化祭や備前焼まつり
では陶芸教室の活動紹介として展示
発表を行っています。岡山県知事を
はじめ大勢の方にご覧いただき、励
ましの言葉を聞き、嬉しくやりがい
を感じました。また、高齢になって
も会員同士刺激を受けながら、一心
に作品を制作することが生きがいに
なっています。

7　2023 年（令和 5年）1月
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老人クラブは、おおむね60歳以上の高齢者が地域で自主的に参加しているクラブです。
市町村の老人クラブを県老連でとりまとめています。高齢者の経験、知識を生かし、地域
社会に貢献するとともに、生きがいと健康づくりのために相互に支え合うことを目的とし
て運営されています。

老人クラブとは

岡 山 県

■会 員 数

　　　124,491 人
■クラブ数
　　　2,357 クラブ

（令和4年3月末現在）

令和４年度

1月24日㈫ 若手委員会・
加入促進委員会合同会議 きらめきプラザ

2月22日㈬ 市町村老連会長・
事務担当者合同会議 〃

3月 9日㈭ＡＭ
ＰＭ

女性委員会総会
〃次世代育成支援リーダー

養成講習会

3月16日㈭

第３回理事会

〃第２回評議員会
第１回シルバー基金
運営委員会

3月24日㈮ 地域の元気づくり事業
報告会 〃

令和５年度
4月25日㈫ 健康づくり推進委員会 きらめきプラザ
5月25日㈭ 第１回理事会 〃
6月16日㈮ 定時評議員会 〃
6月29日㈭ 女性委員会総会 〃

令和５年度（第48次） 
岡山県老人福祉大学 日程（予定）

岡 山
きらめき
プラザ

倉 敷
倉敷市
芸文館

津 山
津山文化
センター

高 梁
高梁総合
文化会館

９月 7日㈭ ー 27日㈬ 14日㈭
10月 10日㈫ 3日㈫ 27日㈮ 20日㈮
11月 14日㈫ 10日㈮ 29日㈬ 22日㈬
12月 ー 7日㈭ ー ー
※日程は会場予約や講師の都合により
　変更することがあります。

令和５年度
高齢者地域リーダー研修会 日程（予定）

岡山 6月26日㈪ きらめきプラザ
高梁 7月14日㈮ 高梁総合文化会館
津山 7月26日㈬ 津山市総合福祉会館
美作 8月 7日㈪ 湯郷地域交流センター
倉敷 9月 1日㈮ くらしき健康福祉プラザ
※日程は会場予約や講師の都合により
　変更することがあります。

　

投
稿
文

「
占
い
」

倉
敷
市
中
島
永
楽
会
西
老
人
ク
ラ
ブ

�

山
本　

喜
久
恵

　
「
当
た
る
も
八
卦
、
当
た
ら
ぬ

も
八
卦
」
と
は
女
学
生
の
時
に
聞

い
た
言
葉
。
西
宮
市
に
住
ん
で
い

た
時
、
同
級
生
と
夜
の
街
角
に
机

を
出
し
て
い
る
長
い
白
髪
の
手

相
見
の
お
爺
さ
ん
に
占
っ
て
も

ら
っ
た
ら
、「
人
生
五
十
年
」
と

云
わ
れ
た
。
そ
の
時
は
戦
時
下

だ
っ
た
の
で
何
と
な
く
納
得
し

た
が
、
そ
の
後
、
人
生
五
十
年
と

い
う
言
葉
は
い
つ
も
心
に
引
っ

か
か
っ
て
い
た
。
結
婚
し
て
子
供

が
生
ま
れ
た
時
に
は
、
親
子
の
縁

が
短
い
の
か
と
案
じ
た
が
、
ど
う

し
て
ど
う
し
て
九
十
二
歳
の
今

も
私
は
生
き
て
い
る
。

　

足
が
弱
っ
た
の
で
外
出
は
送

迎
の
有
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
週

二
回
と
、
自
家
用
車
か
タ
ク
シ
ー

で
病
院
へ
通
う
の
み
。
要
支
援
２

で
室
内
で
は
杖
も
つ
か
ず
、
気
を

付
け
て
そ
ろ
り
と
普
通
に
？
歩

い
て
い
る
。

　

俳 

句

年
とって
お
ぼ
え
た
言
葉「
線
状
降
水
帯
」

�

倉
敷
市 

小
溝
絆
会　

大
橋　

八
十
子

虫
す
だ
く
あ
の
猛
暑
さ
え
影
を
剥
ぐ

�

津
山
市 

野
村
寿
老
人
ク
ラ
ブ　

保
田　

恭
子

秋
あ
か
ね
実
家
の
跡
地
飛
び
交
ひ
て

�

倉
敷
市 

亀
﨑
万
年
ク
ラ
ブ　

岡
本　

登
美
栄

綿
秋
の
落
葉
拾
い
し
奥
津
峡

�

津
山
市 

中
村
老
人
会　

今
津　
　

茂

鈴
虫
の
親
戚
中
に
も
ら
は
る
る

�

和
気
町
老
人
ク
ラ
ブ　

今
田　

明
男

　

川 

柳

久
し
振
り
聞
く
に
聞
け
ない
君
の
名
は

�

美
作
市 

讃
甘
地
区
老
人
ク
ラ
ブ　

新
海　

孝
代

人
生
は
ひっく
り
返
せ
ぬ
砂
時
計

�

津
山
市 

中
村
老
人
会　

今
津　
　

茂

砂
利
道
を
杖
で
さ
さ
え
て
足
朽
ち
る

�

倉
敷
市 

小
溝
絆
会　

大
橋　

八
十
子

ス
ー
パー
の
味
を
並
べて
ご
は
ん
だ
よ

�

矢
掛
町 

中
川
福
寿
会　

髙
月　

し
げ
子

断
捨
離
の
進
ま
ぬ
わ
け
が
もったい
ない

�

矢
掛
町 
中
川
福
寿
会　

髙
月　

照
美

台
風
に
押
さ
れ
お
さ
れ
て
秋
の
雲

�

津
山
市 

野
村
寿
老
人
ク
ラ
ブ　

保
田　

恭
子

カ
マ
キ
リ
が
蛇
口
で
水
滴
昼
下
が
り

�

津
山
市 

ほ
ほ
え
み
ク
ラ
ブ　

森　
　

康
子

鉛
筆
の
濃
さ
が
思
い
を
語
り
か
け

�

和
気
町
老
人
ク
ラ
ブ　

今
田　

明
男

　

短 

歌

シ
ニア
の
健
康
維
持
は
仲
間
と
共
に
動
く
事

　
わ
かっていて
も
動
け
ない

�

倉
敷
市 

小
溝
絆
会　

大
橋　

八
十
子

津
川
ダ
ム
紅
葉
最
中
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョン

　

落
葉
の
舞
いて
湖
水
に
お
よ
ぐ

�

津
山
市 

綾
部
西
老
人
ク
ラ
ブ　

内
田　

美
智
子

曼
殊
沙
華
路
傍
の
石
に
足
休
め

　

妖
艶
の
神
秘
カ
ー
ル
を
観
いる

�

津
山
市 

綾
部
西
老
人
ク
ラ
ブ　

内
田　

美
智
子

巣
ご
も
り
に
慣
れ
久
方
の
お
出
か
け
に

　

妙
に
疲
れ
て
し
み
じ
み
齢

�

津
山
市 

野
村
寿
老
人
ク
ラ
ブ　

保
田　

恭
子

緑
濃
き
山
裾
に
住
む
母
想
う

　

父
を
送
り
て
十
年
独
り

�

津
山
市 

中
村
老
人
会　

今
津　
　

茂

こ
こ
とい
う
時
に
力
を
出
せ
ばいい

　

む
や
み
や
た
ら
に
刀
は
抜
か
ぬ

�

和
気
町
老
人
ク
ラ
ブ　

今
田　

明
男

戦
死
者
の
慰
霊
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式

　

遺
家
族
参
列
者
は
児
や
孫
世
代
に

�

岡
山
市 

悠
々
ク
ラ
ブ　

寳
藏　

史
朗

絵
手
紙

岡山県老人クラブ連合会では令和５年８月に発行する「晴ればれシ
ニア岡山第29号」に掲載する皆様の作品を次の通り募集いたします。

　●俳句　　●川柳　　●短歌　　●絵手紙
　●投稿文（身近な出来事、趣味などについて400 字程度）

※投稿は未発表のものをお一人1点でお願いします。
※クラブ名・氏名・住所・電話番号を必ずご記入ください。
※�編集にあたり、文章の若干の添削をすること、また応募数が多数の場合
は事務局により選考させていただく場合があることをご了承ください。

【応募先】	〒700-0807 岡山市北区南方２－１３－１きらめきプラザ内
	 岡山県老人クラブ連合会　晴ればれシニア岡山 作品募集係

皆様の作品を募集します
応募締切日／令和５年６月30日（金）

編 集 後 記

　新年、明けましておめでとうご
ざいます。
昨年、県老連が創立60周年を
迎えたことから、11月に記念式
典を開催し、次の10年に向けて
新たな一歩を踏み出しました。
　今年の干支「兎」にあやかり、
老人クラブ活動のさらなる飛躍・
発展に向けて取り組んでまいりま
しょう。
　会員皆様のご健勝、ご多幸を
お祈りいたします。
本年もよろしくお願いいたします。

津
山
市　

綾
部
西
老
人
ク
ラ
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内
田　

美
智
子

2023 年（令和 5年）1月　8
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